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南相馬市の非耕作農地における土壌放射性物質濃度の実態把握
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｜結果：糊作地の土寝放射性物質の湿度変化（ 2ル 2叫）
2011年3月I日に起きた東日本大震災での地震や津波により福島第 原子力発電所において冷却装置 ..
注水不能等の事故により政府は‘原子力緊急事態発言を発し、南相馬市は警戒区域、避難指示区蟻等に｜｜号ー町
分断されたまた、基事値を超える蝕射線性セシウムの検出により作付制限される地績も多かったが．空間，1.・
線量の低い出援でドーム費目の‘ノーラー ・アゲ・J，｛ー クが2013年3l'lに緯立され．レタスやホワイトセロリが殺
埼‘出荷されている商相，鴨市は営農再開のため土場依射性物質JI度マップを公開している（南相周市復
興企画農地除染怨2013.2014）が、地表面に沈情した自主射性物質を3次メッシュデータに平均化したマップの
ため、繍砲な土i星放射線地場を担慢できないそこで、本研究は、南相馬市における非務作農地の土Ilお 11＂＇＂・
よび空間線量の舷射性分布の実態を担揮し．今後の嘗屡再開の支療となることを目的としている
「『Ti+ / 
I . . / 
I 昏.－ .J;Tt. 
！イプ.，.） 、以
lj . ／ザ ＼一＼屋古河司 a • ＇ちE
解析対象地（赤枠） 警戒区域と遜雛指示区波の概要図 遊離指示区爆の概要図
(2012年7月31日時点） (2013年8月8日時点）
経済産業省原子力被災者支懐HP参照
研究対露地の福島県南相馬市（赤枠）は震災当初l立福島第一原発から30km園内は書成区湯として訟
定されていたが、現在は移住制限区蟻（オレンジλ帰宅困灘区蟻（赤）、避雛指示解除準備区場（緑｝
は一部残るが、警戒区場は解除されている
I 研究方法 ｜ 
・調査期間：2012年9月1目から9月3目（28地点）、2013年9月4白から9月6目（44地点）、2014年8月24目か
ら8月26日（48地点）
－福島県南相周市での現地調査（非耕作地の土協の放射性物質湿度測定・空間線量測定）
・ll取した非緋作地の土犠サンプルをLB-2凹（BERτHOLDTECHNOKOGIES）の放射線測定器を使用し測
定
・調査地点の空間線量をGC-S1 (System TALKS Inc.）を岡いて測定
・A同 GIS10.2を用いて2012.2013. 2014年の土埠蝕射線潤定結果の分布を作成
. uses (ht,>;//www.usgs.gov／）よりLandsat7デ ター（2凹泊年7月3目、2002年3月3目、2003年5月
98）をダウンロー ドし、ENVl4.2を用いて教師なし分類を行い、震災前の土地被覆図を作成
－国土空通省20万分の1シームレス土地保全図のGISデーヲ｛地形・地質）と農地土i量の蝕射性
物質環度の関連性を調ベる
－数値地図50mメ‘ノシュ（概高）を用いて、サーフェス解析を行い等高線、傾斜方位を算出
・2013年（44地点）.2014年（48地点）に測定した非耕作地土峨白放射性物質濃度と空間線量をグラフ化し
関連性を把僅
・2012年（28地点）、2013年（44地点）、2014年（48地点）に測定した非耕作地土慢の敏射性物質漬度と福島
第一原子力発電所の鐙魁をゲラフ化し関連性を把纏
結果：L吋 at衛星を用いた土地利用・土地価の経年変化 ｜ 
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I v悦三J川 ｜ 福島第一原発からの路線と非耕作農地のH/ I 土犠放射性物恨の関係
ト ノ／ . I -2013年、2014年ともに計画量緯！＆litの基事値である空
I-・ / I 間輔量.3.8μ Svlhを超える地点は観測されなかった
ド ／〆 I 20日年t，主縛作地の土壇姐射性物貴重度が高いほど空
υヘ・ I m蝿量が直＜t.よる帽向があることを把握できるしかし
。守・ I 2014写は参事輯作地(J)土埴敏射性拘置車度が量少し宣
＠醐刷型~－ ：•史ザ叩明叩叩 問輯量も量少していた
－－－一司W 20日写由開査結果はJOi<m圏外でも革織植を組える障
2014年目非耕作属地白土壇肱射性相質量置と空間帽量の聞憧 射性物置が樟出されていたが、20日 2014年の闘査は
3句叩圏外で高車置の融射性鞠置は横出されておらず．
3晶m圏内由居住制限区場近くで基率値を紐える肱射性
が瞳出されていることが分かつト
・悶査の結果、基準値を趨える土地匝放射性物質が検出された地媛は東向き台地、山地の急斜面
に多〈、3次メッシュの土犠放射性物質濃度マップより精確な地様を把樫できた
•20 14年8月以降に本格的な農地除染活動が開始され‘多くの地域で非耕作農地の土犠放射性物
質渡度が減少し、営農を再開した地績も見られたことをGISと衛星デ一世より把慢した
－南相馬市では、2014年より本格的なコメの作付けが再開されたが、営農再開した作付面積は5月
初日時点で震災前のわずか2怖にとどまっているその原因は、2013年に終了予定だった除集
作業計画期間が2014年までに延長されたことや福島第一原発事故の休作賠償によるもので、今
後も現地での状況杷握が必要である
・除染活動により農地土壊の肱射性物質の影響で営農を再開できない問題は解消されると考えら
れるが、高齢化や、後継者不足問題も残る
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